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　金融業界でも業務の複雑化や労働力不足に対応して、いかにコ
ストを削り業務を効率的に行うか、生産性向上を図っていくかが
課題となります。そこで、人口知能（AI）やITによる効率化を金
融業界でも行うことが一般的となってきました。
　例えば、銀行では要件に応じて窓口応対が異なります。そうし
た対応への仕分けをロボットが行ったり、電話で問い合わせを行
う際に自動音声による振り分けが行われたりするなど、今や簡単
な作業であればRPAやAIエージェントによる自動処理を行い、人
件費の圧縮が可能となってきています。顧客からの相談や問い合
わせといったカスタマーサービスへのチャットボットの活用は、
すでに一般化しているのです。
　また、融資を行う際などに利用される信用調査をAIが行う、不
正送金の防止や不正営業をAIが検知するなど、これから活用され
ていくであろうものもたくさんあります。これらを活用すること
で、労働力不足に対応でき、効率化も図ることができるでしょう。
　こうして、金融業界でもAIでできるものはAIが行い、労働力確
保の手段とするという状況がますます進みそうです。
　それでは、時代環境が変わった今、求められるのはどのような
人材なのでしょうか。

はっきりいえることは、AIでは難しいような仕事ができる人
は重宝されるということ。
例えば、リテール営業は会って話をして、お互いに理解し合い
初めて課題解決ができます。こうした知恵を絞り、お客様とコミ

金融業界でもAI導入が進んでいる

自動音声
お客様からの電話に
よる問い合わせに、
音声案内によって自
動的に応答を行うシ
ステム。

RPA
Robotic Process 
Automation。これ
まで人間の手で行わ
れてきた事務作業や
入力作業を、ソフト
ウェア型のロボット
が代行、自動化する
概念を指す。

チャットボット
人工知能を活用した
自動会話プログラム
のこと。特に銀行で
は、顧客の問い合わ
せ対応をチャットボ
ットが行うことが一
般化している。

カスタマーサービス
製品やサービスを購
入した顧客や、これ
から購入しようとし
ている顧客に対し
て、疑問の解消や相
談にのり解決する
ための企業活動のこ
と。コールセンター
やお客様相談室など
が該当する。

AIではできないことを強みとする人が求められる

ュニケーションがとれる人材は今後も必要です。このほか、ITの
プロフェッショナルも求められています。効率化の側面だけでは
なく、暗号資産など金融の先端をいく専門家も必要となることで
しょう。語学力に長け、海外支援などを行いたい人も他者と差別
化を図ることが可能です。そして、2024年4月に三井住友銀行の工
藤禎子氏が副頭取に就任したほか、2025年6月には高知銀行の河合
祐子氏が頭取となり、地方銀行で初の女性頭取が誕生しました。管
理職を目指す女性は、今後もさらに増加するでしょう。

暗号資産
P.232参照。

業務の効率化と生産性の向上を図る

AI導入による業務変化と
求められる人材
実務要件の高度化や労働力不足の深刻化により、金融業界では、AIによる効
率化や生産性向上が求められています。こうした状況下では、プロフェッシ
ョナルな人材が求められる傾向にあります。

Chapter1

03
AI導入による業務変化

今後求められる人材

業務の複雑化 現場の機能不全が
起こり得る

効率化と生産性の向上

労働力不足

モノやサービスを
売っているわけではない

暗号資産など
ITに理解のある
プロフェッショナル

語学力に長け、
海外進出などの支援を
目指したい人

顧客との
コミュニケーションで
解決策を発見できる営業

女性管理職などを
目指して活躍する女性

AIでは
できない仕事が
できる人材

金融業界に吹く逆風

取りうる対策とは

AIを導入するしかない
【今後想定されるケース】
・AIによる信用調査の本格化
・AIによる不正検知の本格化

017016
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金融ビッグバンにより、1998年に金融持株会社が解禁されま
した。持株会社はホールディングスと呼ばれ、株式の保有により
複数の企業を傘下におさめ、それらを統括する会社のことを指し
ます。金融持株会社は、複数の金融機関を傘下におさめたいわば
金融グループなのです。
金融の自由化の一環として、金融持株会社が解禁された背景に
はグローバル化があります。特に大手銀行や大手証券会社には、
「グローバル化を進め、海外との競争に勝たなければ生き残れな
い」という危機感があったのです。
大手都市銀行同士の合併や金融持株会社によって、銀行や信託
銀行、証券会社、クレジットカード会社、リース会社など関係の
深い企業はグループ化し、現在に至っています。グループ化によ
り、横断的な金融商品の開発や経営の効率化などプラスの側面を
活かした経営が行われています。

こうした動きは、地方銀行などの地域金融機関でも進んでいま
す。これは、将来の国内市場の縮小に備え、規模拡大を行うこと
で経営の効率化と生き残りを図るためです。
地域金融機関では、地域密着型のきめ細かなサービスが求めら
れており、その地域ならではの特性を活かしたサービス展開を行
う必要があります。ここ数年でも都市部の地方銀行が経営統合す
るケースがみられるほか、越県による広域型の再編もみられるよ
うになってきました。地方銀行は1県1行もしくは複数県で1行
といった時代がやってくるのかもしれません。

金融自由化がもたらした企業再編

持株会社
持株会社には、事業
持株会社と純粋持株
会社がある。事業持
株会社は、自らも事
業を行いつつ、子会
社の株式を保有、管
理する。純粋持株会
社は、子会社の支配
を目的とした会社で
あり、自らは事業を
行わない。

地方銀行の企業再編と経営統合

経営統合
持株会社を設立し、
その持株会社により
複数の会社の株式を
管理する方法。合併
は1つの会社になる
ため、片方もしくは
両方の会社が消滅す
るが、経営統合はそ
れぞれの企業を残し
た形で統合する。

地方銀行はいずれ1県1行になる？

持株会社の増加で進む企業再編
1998年に金融持株会社が解禁されたことにより、金融機関でもグループ化
がより一層強くなりました。これは、金融の自由化とグローバル化による生
き残りへの危機感の表れです。地方銀行などでも再編が進んでいます。

Chapter2
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2017年4月に施行された改正銀行法により、決済サービスを行うIT企業を銀行の
持株会社の支配下に置くことができるようになりました。これにより、銀行振込の
ほか、クレジットカード決済や電子マネー決済、スマホ決済など、決済方法が多様
化しています。また、指紋や声によって本人確認ができる生体認証技術の提供とい
ったフィンテックの推進などが期待されています。

IT企業との連携で決済方法が多様化

企業再編と地銀再編をめぐる近年の動向

銀行持株会社

FinTech
サービス会社 銀行 クレジットカード

会社 リース会社

金融に関連する事業会社も子会社の対象となっている。2017年4月に施行された改正銀
行法により、決済サービスを行う IT企業を子会社として新設、買収、出資ができるよう
になった。また、2023年 1月に新生銀行が SBIグループに統合され、SBI新生銀行となっ
た。今後は SBIを軸とした地域連合ができる可能性も考えられる。

広域型

広域型

九州 FG
肥後・鹿児島

ふくおか FG
親和・十八

トモニ HD
香川・徳島・大正

広域型

都市・広域型
あいちFGと三十三が

2027年4月に経営統合予定

都市型
東京きらぼしFG
東京都民・八千代・

新銀行東京

横浜 FG
横浜・東日本

第四北越・群馬が2027年
4月に経営統合予定

県内型

都市・広域型

県内型

県内型

プロクレア HD
青森・みちのく

しずおかFGと
名古屋が2028年

4月に経営統合予定

八十二・長野

千葉・千葉興業が
2027年4月に
経営統合予定

広域型
めぶきFG
足利・常陽

県内型
福井・福邦

広域型
荘内・北都が
2027年1月に
経営統合予定

047046
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過去においては、銀行業界の収益力低下が問題となることもあ
りましたが、日本銀行の利上げによって現在の状況は大きくさま
がわりしています。
利上げは銀行の貸出金利上昇にもつながるため、同じ金額を貸
した場合でも収益力は向上します。2025年12月19日の金融政
策決定会合にて日本銀行は政策金利を0.50％から0.75％へ引き
上げました。1995年以来30年ぶりとなる水準です。
今後もイラン戦争などをはじめ、市場が想定もしていないこと
が生じた場合には、それが引き金となりあらゆる物価が上昇して
いく恐れがあります。そうなると、物価上昇に歯止めをかけるべ
く、世界各国の中央銀行が利上げを行う可能性が出てきます。
日本銀行も世界及び日本の物価情勢、金融情勢などを考慮しな
がら、中長期的に見て今後も利上げを継続する可能性が十分ある
といってよいでしょう。
こうした状況下では、銀行業界の収益力は向上します。そのた
め、今後の銀行業界は期待できる側面があるのです。ただし、長
期的に見れば、地方銀行を軸に、地方では人口減少が始めってい
るため、預金が減り融資も減るといった悪循環に陥りかねない面
もあることには注意が必要です。

一方、メガバンクをはじめ大手銀行では、海外の金融機関を買
収したり、海外展開を行う企業への融資を強めたりするなど、国
内の市場縮小に備えたアクションを起こしています。
国内と異なり、アジア各国では人口増加による経済成長が期待

中長期的な収益をどう稼ぐかが課題

国内市場の縮小を受けて海外市場へ

できる国は数多くあります。そうした国では銀行の機能はまだま
だこれから必要ということもあり、生き残りをかけて海外強化を
図っているのです。中長期的な収益をどう稼ぐかがどの銀行にと
っても課題です。

利上げにより銀行業界の収益向上に期待できる

銀行業界の構造
過去には日本銀行のマイナス金利政策に伴い、銀行業界の収益力低下が課題
でしたが、現在は利上げにより状況が変わりました。今後も中長期的に見て
利上げを継続する可能性があり、収益力の向上に期待できます。

Chaper4
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市場縮小
日本国内では、中長
期的にみると、人口
減少により高い経済
成長は難しくなって
きている。人口が減
少すれば消費金額が
減り、企業の設備投
資も減ることが想定
される。

金融政策決定会合
日本の金融政策の方
針を決定する会合
で、日本銀行が開催
する。引き上げ・引
き下げといった金利
の操作や、世の中に
供給する資金の総量
の調整について話し
合う最高意思決定機
関であり、年8回、
それぞれ2日間かけ
て開催される。

政策金利
P.64参照

中央銀行
政府から独立し、通
貨発行や金融政策を
通じて物価と金融シ
ステムの安定を担
う国家の中核機関
（P.64参照）。

海外展開
大手企業を中心に、
日本国内だけの事業
展開ではなく、海外
への事業展開を拡
大するケースが増え
ている。商習慣が異
なるため、必ず成功
するとはいいがたい
が、新しい市場をと
らえる必要性が高ま
っている。

日銀の政策金利推移（月平均）

9

8

7

6

5

4

3

2

1

0

-1

（％）

1985年 1990年 1995年

ゼロ金利導入 マイナス金利導入

マイナス金利解除

2000年 2005年 2010年 2015年 2020年 2025年

銀行にお金を預けるだけで、
8％も預金金利がついた時代

1980年代後半のバブル崩壊後、日本ではデフレ経済が長く続きました。こうした
状況を改善するため、日本銀行は金利をほぼゼロにするゼロ金利政策を選択したの
です。金利を低くすれば、企業や個人はお金を安く借りられるようになり、設備投
資や消費が増えて景気がよくなると考えられていました。しかし実際には、将来へ
の不安が強かったため、企業は積極的に投資をせず、個人も支出を控えがちな状況
が変わることはありませんでした。このため、日本銀行は景気を下支えするために
金利を上げることができず、ゼロ金利政策を長く続けることになったのです。

ゼロ金利政策が続いた理由は？

金利が上昇したことで、銀行には預貸
利ザヤによる収益が戻ってきました。
2025年３月期のメガバンクの連結決
算は、合計の純利益が約４兆円にもな
り、２年連続で最高益を更新しました。
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証券会社のディーラー業務とは、証券会社のお金を使って株式
や債券、為替などに投資し、売買益を稼ぐ仕事です。
個人投資家はあくまで自己資金での投資ですが、ディーラーは
証券会社のお金で投資ができるため、金額が大きくなります。顧
客からの取引注文をもとに売買することを委託売買、ディーラー
が売買することを自己売買と呼んで区別しています。
新卒でもディーラーに採用される場合もありますが、経験を積
んでディーラーになる人もいます。また、営業からディーラーへ
転身するケースもあります。
また、実力がつき、実績を上げれば上げるほど任される資金も
多くなります。数億円あるいは10億円以上など、目にしたこと
がないような大金を動かすことも可能です。
もちろん、こうした会社の資金を利用し、収益を上げることが
求められるため、ある程度の覚悟が必要です。ディーラー業務は
完全に実力勝負の世界のため、株価の動きやクセなどをとらえて
収益を上げなければなりません。
景気がよく、株価上昇などで相場環境がよいときには多く稼げ
ることでしょう。一方、株価が低迷している時期などにどう稼い
でいくのか。そこで実績が問われます。だからこそ、年齢も入社
年次も関係ないのです。

　ディーラーとして成功するには、日々の経済・金融情報をいか
に的確にとらえて売買に活かすかです。ディーラーは、世界経済
全体はもちろんのこと、日本経済全体、個別の会社の状況などさ

ディーラーは証券会社の利益になるよう売買益を稼ぐ

成果が上がれば青天井、実力勝負の世界

まざまな情報をもとにするファンダメンタルズ分析のほか、日々
のチャートから値動きをつかむテクニカル分析などさまざまな分
析を行って売買しています。また、損失が発生した場合には、損
切りのタイミングの見極めも重要です。
精神的にも大変な仕事ですが、実績を出せば報酬は青天井です。
いかに自分のやり方を確立し、周りの影響を受けず淡々とトレー
ドをこなせるかがポイントといえます。

トレード
売買の取引のこと。
ディーラーは日々の
トレードでいかに収
益を上げるかが問わ
れている。

ディーラー業務の流れ
責任がある分、報酬は青天井

証券会社の業務② ディーラー業務
ディーラー業務は、証券会社のお金を使って株式などを売買し利益を稼ぐ仕
事です。個人投資家ではなかなか出せない多額の資金を利用して売買が可能
なため、大きな収益を稼ぐこともできますが、実力が問われる世界です。

Chapter5
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ディーラーとして成功するためには情報収集は欠かせない業務の1つです。では世
の中のディーラーはどこから情報を集めているのか？ 具体的には、①証券各社が
配信する株式関連のニュース、②業界新聞や業界誌、③X（旧Twitter）、④投資家
同士の飲み会や投資セミナーなどが主です。パソコンの前に座ってただ画面を見て
いるだけでなく、自分の足、手、そして頭を使い、世の中の流れをキャッチするこ
とを心がける必要があります。

ディーラーはどこで情報を収集しているのか

ディーラー 証券取引所

売買注文

上がった収益は
証券会社の利益に
＝ディーラーの報酬につながる

証券会社のお金を使うため、
数億円規模の取引もある

ファンダメンタルズ
分析
経済指標や各企業の
財務状況・企業業績
をもとに株価が割安
かどうかを判断する
分析手法。中長期投
資の場合にはファン
ダメンタルズ分析を
重視することが多
い。

チャート
株価や為替、債券価
格の値動きをグラフ
に示したもの。分単
位、時間単位などさ
まざまにある。将来
の値動きを予測する
ための分析道具とし
て利用される。相場
のトレンドをつか
み、売買に活用され
る。

テクニカル分析
過去の値動きをチャ
ートで示すことで、
そこから傾向をつか
み、今後どのような
動きになりそうかを
想定する分析。短期
売買で重視されるた
め、どちらかといえ
ばディーラーはテク
ニカル分析を重視す
る。

ディーラーは常に日々の経済情報
や金融情報をキャッチしながら、
株価の動きやクセをとらえなけれ
ば務まらない仕事といえます。
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生命保険会社には、相互会社と株式会社の2つの形態がありま
す。相互会社とは、助け合いの精神に基づき行われる会社形態で
あり、保険契約者同士が支え合うためにつくられた、日本では保
険会社のみに認められている会社形態です。かつては大手生命保
険会社の多くが相互会社の形態をとっていました。
相互会社の根拠法は、保険業法（P.176参照）です。保険料を
支払う保険契約者が構成員となり、社員と呼ばれます。通常の会
社の正社員などとは概念が異なります。また、株式会社でいう株
主総会に当たるものを社員総会と呼び、保険契約者に剰余金から
配当を支払うことができます。
一方、株式会社の根拠法は、会社法です。一般的な株式会社と
同様、保険会社も株式会社の形態が認められています。株式会社
では株主が出資者であり、保険契約者だけではなく株主にも配当
が支払われるしくみとなっています。

2000年に保険業法が改正されてから、相互会社から株式会社
へ移行がスムーズに行えるようになり、株式会社化が進みました。
特に第一生命保険が株式会社化し上場したことは大きなインパク
トとなり、競争により保険料の低価格化や新たな商品の提供など
につながっています。

生命保険会社の業務は、営業、アンダーライティング、資産運
用の3つに大別できます。
営業は、個人営業、法人営業、代理店営業に分けられます。保
険会社が保険を販売するほか、販売するための教育を行い、代理

相互会社は保険会社独自の形態である

剰余金
保険金支払いに備え
て保険料から積み立
て、運用を行う資金
のうち、保険会社の
費用や運用益、支払
う保険金などを考慮
した結果、残った資
金を指す（P.160参
照）。

会社法
会社の設立、組織、
運営、管理などを定
めた法律。会社法で
は、株式会社のほか、
合名会社、合資会社、
合同会社の4種類が
規定されている。相
互会社は、保険業法
によって認められ、
日本生命保険などが
採用している。

第一生命保険
1902年に日本で初
めて相互組織の生命
保険会社として創立
した。保有契約ラン
キングなどで日本生
命保険に次ぐ業界二
位。「一生涯のパー
トーナー」が経営理
念である。

生命保険会社の業務は大きく分けて３つ

店に販売してもらう形態も増えています。
アンダーライティングは、審査から契約までを行う新契約業務、
保険の見直しによりニーズにマッチした保険へ変更する契約サー
ビス関連業務、保険金や給付金の支払いを行う支払い業務に分け
られます。
もう1つが資産運用です。生命保険会社は機関投資家としての
顔ももち、預かった保険料を運用する役割も担っています。

相互会社は保険会社だけに認められている

生命保険会社の組織と業務
Chapter6
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生命保険会社には、根拠法や構成員が異なる相互会社と株式会社の2形態が
あります。また、生命保険会社の業務は大きく3つあり、営業、アンダーラ
イティング、資産運用に分かれます。

生命保険会社の組織形態（相互会社と株式会社）

生命保険会社の業務

機関投資家
生命保険や年金など
資金を運用する法人
投資家。運用額が大
きく、市場への影響
力が強い。株式以外
にも債券、為替、不
動産など多方面で運
用を行い、収益を獲
得する。中長期的な
資産運用方針を策定
し実行している。

相互会社 株式会社

性　質 保険業法に基づく非営利法人 会社法に基づく営利法人

構成員 社員（保険契約者） 株主

資　本 基金（基金拠出者が拠出） 資本金（株主が出資）

意思決定機関 社員総会（総代会） 株主総会

生命保険会社

・個人営業
・法人営業
・代理店営業

営  業

・�新規契約業務
・�契約サービス関連業務
・支払い業務

アンダーライティング

・株式
・債券
・不動産　など

資産運用
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　デリバティブ取引の1つに、スワップ取引があります。スワッ
プ取引とは、現在価値が等しいキャッシュフローを交換する取引
であり、当事者間で決めた条件に基づいて取引が行われます。
　最も有名なスワップ取引として、金利スワップと通貨スワップ
を挙げることができます。

金利スワップとは、同じ通貨間で異なるタイプの金利を交換す
る取引です。特に変動金利と固定金利の交換が、典型的な金利ス
ワップに該当します。金利スワップは、ローン返済時の金利方式
の変更などに利用されます。例えば、今後金利が下がりそうと予
想するAさんが固定金利で借入れを行っていたとします。一方で、
今後金利が上昇したら困ると考えていたBくんは変動金利でお金
を借りていたとします。もしこの2人がそれぞれの金利を交換で
きれば、Aさんは金利が下がれば支払いが減るし、Bくんは金利
が上がっても固定金利での支払いとなれば心配事が減ります。こ
うして両者の悩みを解消できる取引が行われます。

では、通貨スワップはどのような取引が該当するのでしょうか。
通貨スワップとは、異なる通貨間で元本と金利を交換する取引で
す。なかには元本の交換はせず、金利部分だけを交換する通貨ス
ワップがあります。これはクーポンスワップと呼ばれています。
具体的には、日本円の変動金利と米ドルの固定金利を交換すると
いった取引が該当します。

現在価値が等しいキャッシュフローを交換する取引

金利スワップとは

通貨スワップとは

キャッシュフロー
現金流入額のこと。
企業にお金が入って
くることをキャッシ
ュインといい、企業
からお金が出ていく
ことをキャッシュア
ウトという。キャッ
シュインからキャッ
シュアウトを差し引
いた収支がキャッシ
ュフローとなる。

クーポン
利礼のこと。債券の
保有者に対して支払
われる金利を、額面
価格に対するパーセ
ントで示したもの。
かつては実際の債券
の券面に切り取り可
能な利礼がついてい
て、利息と交換して
いた。

オイルショック
1973年と1979年
に始まった原油の供
給逼迫に伴う原油価
格高騰が引き起こし
た世界経済の混乱。
特に1973年からの
第一次オイルショッ
クは日本経済に打撃
を与え、トイレット
ペーパーの買い占め
にもつながった。

金利スワップにせよ、通貨スワップにせよ、主な目的に金利変
動のリスク管理が挙げられます。今後金利が上がるか下がるかを
考えて、その想定どおりになった場合に備えて取引を行うのです。
なお、金利スワップは、1970年代のオイルショックやニクソン
ショックを機につくられました。通貨スワップは1981年に IBM

と世界銀行の間で行われたのが最初の取引といわれています。
（参照：日本取引所グループ「有識者コラム 第3話 ステップ取引の話」）

ニクソンショック
1971年に米国のニ
クソン大統領が突然
発表した、米ドルと
金交換停止を柱とし
たドル防衛策とイン
フレ抑制、景気刺激
を目的とした総合的
な経済政策が世界中
に与えた衝撃のこ
と。為替相場は混乱
に陥った。

世界銀行
貧困削減や開発支援
を目的とした、世界
中の途上国にとって
欠かせない資金源

（低利貸付、無利子
融資等）を供給する
役割を持つ。1945
年 に 設 立、1万 人
以上の職員が世界
120カ国以上で業
務にあたっている。

金利変動のリスク管理を目的に取引を行う

金利スワップと通貨スワップ
スワップ取引はデリバティブ取引の1つです。スワップ取引の主流が金利ス
ワップと通貨スワップです。金利スワップは金利同士の交換、通貨スワップ
は通貨と金利の交換を主体に行う取引が該当します。
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03
金利スワップのしくみ（変動金利と固定金利の交換）

123 銀行

123 銀行

あいう銀行

あいう銀行

Aさん

Aさん

Bくん

Bくん

固
定
金
利

建
て
借
入
れ

固
定
金
利

建
て
借
入
れ

AさんがBくんに
変動金利を支払う

BくんがAさんに
固定金利を支払う

変
動
金
利

建
て
借
入
れ

変
動
金
利

建
て
借
入
れ

今後金利は
借入時より
下がりそう……

今後金利が
上昇したら困るん
だけど……

金利スワップにより、それぞれの
悩みを解決できます。固定金利
と変動金利を交換するものが最
も典型的な金利スワップです。

225224




